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【製作過程の工夫点】

【製作の動機・目的】
木材加工の技術向上と、木工機械による加工を習得するために、木
材で何か役立つものをつくろうと考えました。また、１人暮らしをしてい
るアパートで、高いところの収納スペースに手が届かず、その場所が
有効に使われていないことに気がつきました。

そこで、高いところの物の出し入れが簡単にできるように、２段階の高

さで利用できる踏み台を製作しました。
【利用方法】   
踏み台として利用します。

【作品の特徴】
・２段階の高さ（床から 250 ㎜と 550 ㎜の２段式にしました。１段目を折りたたむこともできます。）
・接合方法
（さまざまな加工技術を習得したいと考え、すでに経験していた釘接合や木ねじは使わず、ほぞ接合
とダボ接合で製作しました。）

安価である。
（材料は１×４と２×４の SPF 材、スチールのパイプを使用しました。
SPF 材は他の材料と比べて安価なため、材料費はすべてで１３００円程度。塗料を含めても
２５００円程度で製作することができました。インターネットなどで同じような製品が６０００円～
８０００円で販売しているのと比べると、とても安価に製作できたと思います。）

塗装
（キズや汚れを防ぎ、また、表面がきれい
に仕上がるように、塗装をしました。
水性の塗料〔色：メープル〕を使用し、水
性のニスで仕上げました。
やすりがけと塗装を繰り返して行うこと
で、よりきれいな表面に仕上がったと思い
ます。）

ダボの穴あけ位置を正確にけがくためにジグ
を作製し、利用しました。

（ダボの位置を簡単にけが
くことのできるマーカーが
商品として販売させている
のを見て、同じように使用
できるものをダボと釘を用
いて作製し、利用しまし
た。）

斜めの部分の加工がしやすいようにジグを作製
し、利用しました。
（デザインの面から考えて、踏み台の脚を斜めに
製作しました。そこで、ほぞの加工がしやすいよ
うに、写真のようなジグをつくり、利用しました。）
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